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小冊子（Vol.75）本日発送開始 
FRB（アメリカ）の利上げ、日銀（日本）の追加緩和も出揃い、当分中央銀行のニュースは市

場にインパクトを与えなくなり、今後は経済ファンダメンタルズやアメリカ、その他の財政問
題などが話題になって来るだろう。 
今回の小冊子は世界の金融を主導する「FRB の利上げ等の金融政策はアメリカの安全保障政

策である」と言う私の珍説を真説として述べた。 
「12 月 18 日の日銀の政策決定会合では追加緩和は無い」が 99%の予想であったが私の「若干

の追加緩和あり」の通りになった。 

その理由は、「日銀は FRB の日本支店だから、本店（FRB）頭取（イエレン議長）が利上げ決
断を 10 年ぶりにしたのに支店長が相も変らぬ（追加無し）では通らない」であった。アメリカ
最大の安全保障は「ドル防衛」以外の何物でもないことを説明し、2001 年のセプテンバー・イ
レブンから始まったブッシュ大統領の「テロとの戦い」の結果は、多大な資金と米兵の命を犠
牲にしたにもかかわらずアフガンはいまだに混乱状態、イラクはアメリカとイスラエルの敵で
あるイランの支配下になっているのだから大失敗と言われるが、私は「大成功」と言っている
訳。 

1972 年、ニクソン大統領とキッシンジャー（大統領補佐官）が毛沢東、周恩来（中国）を国
交回復と相互信頼の為電撃訪問し（日本には訪中声明発表の 10 分前伝達）、戦略的米中関係構
築の為台湾の独立を否定、「一つの中国」を承認、その証として台湾から核兵器と U2 偵察機や
F4 戦闘機をすべて撤去することを中国に約束したが、台湾には撤去時まで伝えなかった。 

今日の中国は経済力（GDP）においてはアメリカを抜き、軍事力においては 2020 年にアメリ
カを抜く勢いだから 1972 年とは大違い。 
アメリカは今中国と米中二大国で世界の秩序に責任を持つ体制を構築しようとしている。

1972 年キッシンジャーと周恩来の秘密会談（30 年後の 2002 年公開）で、周恩来は日米安保を
撤回すること、アメリカの核施設を沖縄から撤去することを求めキッシンジャーは「しかるべ
き時に日本から全米軍を撤退させる」ことに同意した。さらにキッシンジャーは「米軍撤退に
ついて日本には撤退時まで知らさない」（私は米軍秘密資料を入手している）と誓った。アメリ

カは米軍尖閣諸島を沖縄返還時に渡さず、領有権をあいまいにしておくこと、アメリカはこの
問題には関与しないことも約束した。アメリカ側（ヘリテージ財団から石原都知事を通して）
から日本に尖閣諸島の国有化を勧め、かつ再軍備化を推し進めるのでアメリカ軍が日本を完全

に撤退したら尖閣諸島を叩けばいい。最近キッシンジャーは訪中、アメリカは米中でアジアの
秩序を仕切る代償として日米安保の機能を停止、日本がアジア諸国をまとめて中国に歯向かう
よう誘導することを習近平との秘密会議で述べている（国務院の友人から）。 
米軍の沖縄撤退後中国が領有権を主張して尖閣諸島を軍事力で奪還しようとするので自衛隊

と軍事衝突し、中国は南シナ海と東シナ海の 50 か所の人工島を武装化しているのでシーレー
ンは中国軍に封鎖され日本は原油、食料、原材料の輸入の総てが絶たれる。寸分たがわず米中
の対日戦略が進行中である。 
日中開戦はアメリカの軍産複合体と中ロ軍産複合体の長年望みであり、計画してきたことで

ある。安倍総理のようなお坊ちゃんでは日本は救えない。 
私が総理なら、いや外野からでも出来る（アメリカのアキレス腱を突く）「日本救国、第三の

道」を紹介した。 
 
＊緊急のお知らせ：「時事直言」の協賛金を賜った皆様にお贈りする私の肉声 CD（約 80 分）の発送は

来年 1月末でしたが、急遽本年末としました。一刻も早く直接お話したいことが多々あるからです。 

お申込みは増田俊男事務所（Tel：03 3955-6686、HP：www.chokugen.com ）まで。 
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